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本論文は、 2 部構成である。第 1 部は「時間に関わる文末形式とその周辺」と題し、第 2 部は「文末
詞の多様性」と題した。それぞれ、 6 章ずつから成り、計12章が本研究の各論を構成している。それに
























アスペクト相 事態の性質 テの表す局面 イルの存在性 主語の性質
状態性<アスペクト中和> 限定なし 事態の状態性と一体化する 恒常的反復 連続性 (テの希薄化) 連続的
動作継続 動作性 開始 発話時点における結果継続 結果性 完了 主語の存在の表示 個別・具体的







シタッタ形は過去完成相と過去パーフェクト相として50代以上と 3 ・ 40代ではある程度使用される。
現在パーフェクト相として 3 ・ 40代で 3 割が使用すると答えたが、 50代以上では使用されにくい。










50代以上、 3 ・ 40代という中・高年層と、 20代以下の若年層とでは、方言形式の使用に大きな違いが
見られ、標準語化が進んでいるのだが、全く廃れたわけではないということも、明らかになった。




一品よー-f? 過去完成相 現在継続相 過去継続相
秋田市:テアッタ・テデアッタ形が使用 タ・(テアッタ テル テダ・テアッタ・
される。タッタ形はない (テデアッタ)) テダ テデアッタ
(秋田県)旧平鹿町・八戸市・盛岡市: タ- テル・ テラ(ダ)・
テラ(ダ)ッタ形、タッタ形が使用される タッタ テラ(ダ) テラ(ダ)ッタ
福島市・仙台市:テタッタ形、タッタ形 タ- テル・ テタ・テタッタ
が使用される タッタ テタ(~シッタ) (~シッタッタ)
(山形県)東根市:テアッタ形、タッタ形 タ テル・ テダ(~シッダ)が使用されない テダ(~シッダ) (+ケ)




<機能> 過去継続相 過去継続相 過去完成相 過去完成相:過去継続相





































































回想 -発話時直前まで認識していなかった -話し手が、自分自身に対し(忘れていた)過去に生起した事態 情報を伝えている面がある








































































































































第 4 章から第 6 章では文末形式「ケ」の関連形式を扱う。まず、第 4 章 rT ッケ J 形を用いた文の成
立について」では、共通語の「ッケ」を問題にし、それが使用される文の性質などに注意しながら考察




第 2 部は、文末詞に関する論である。第 7 章「文末詞の役割」では、文末詞について、文を成立させ
る機能と対応させながら考察する。第 8 章「文末詞「ヨネ・ヨナ」の機能・意味についてJ では、複合
形の「ヨネ J I ヨナ」について、「ヨ J と「ネ J Iナ」に関する個別の研究を踏まえて記述する。
第 9 章以降は、個別的研究として新潟方言の文末詞を考察するものであり、第 9 章「新潟方言の文末
詞「コテ(コッテ)J について」、第10章「新潟方言の文末詞「ネッカ」について」、第11章「新潟方言
の文末調「テ(バ)J について」、第12章「新潟方言の文末詞「ンサ」について」と構成される。
終章では、本論文の成果をまとめ、今後の課題について述べる。
テンス・アスペクトの研究、および、文末詞の研究は、現在の方言学における主要なテーマであり、
今、まさに研究が活性化している分野である。そのような動向を踏まえ、テンス・アスペクトについて
はこれまで、研究が遅れていた東北方言の分析を行った点、文末調については理論的な検討を踏まえて具
体的な形式の記述を行った点が高く評価される。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
門iつ山戸町υ
